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授業の充実に向けた重点的な取組

【国語】
・授業や家庭学習を通して、目的に応じて文章を一定の分量に要約する学習に取り組み、必要な部分を選び、内容
を端的に説明する力を育成する。また、記述式の問題に対する経験を積み重ね、抵抗感を減らす。
・漢字や主語、述語、修飾語などの「言葉の特徴や使い方に関する事項」については、日常生活の中で適切に使え
るように折に触れて確認するとともに、繰り返し学習する機会を設け、定着を図る。
【算数】
・面積や速さ、割合など苦手意識を持つ子が多いものは、新しい学習に関連して振り返り取り扱う場面において、式
の意味や計算の仕方などを再度丁寧に確認し、深い理解につながるようにする。
・モジュールや家庭学習の時間を活用して、既習内容の復習や図を活用して問題場面を捉える演習に取り組むこと
で、基礎的・基本的な知識・技能の向上を図る。

家庭（地域）への発信内容（協力依頼事項）
※家庭で取り組んでほしい内容や地域の方に知っておいてほしい内容

　日頃より、本校の教育活動に御支援、御協力をいただきありがとうございます。令和３年度の全国学力・学習状況
調査の結果が返ってきました。分析結果をもとに、主な傾向やお願いしたいことについてお知らせします。
・新型コロナウイルスの感染拡大に伴う臨時休校や学校生活の様式が変化したこともあり、生活習慣の乱れや勉
強に対する不安を感じている児童が多くいました．特に、1日の中でゲームをしている時間が長い傾向が見られまし
た。子どもたちは、ゲームやタブレット、スマートフォンなどの情報機器に触れる機会が多く、放課後の過ごし方の中
でも中心的なものへと変わっています。情報モラル教育に学校でも取り組みますが、御家庭でも使用上のルールや
マナーについての話し合いをお願いします。
・友達との関り方や行動に制限が生じていることもあり、自分の思いや考えを言葉で伝えること、話し合いを通して
互いの意見のよさを見出すこと、学級活動の中で前向きに取り組む姿勢などに課題が見られました。それに伴い、
挑戦心や自己肯定感・自己有用感にも課題が見られました。少しずつ新しい学校の生活様式に慣れてきてはいま
すが、まだまだ制限はあるかと思います。その中でも、規則正しい生活の定着と規範意識の高まりを目指し、落ち
着いて安心したよりよい学校生活を子どもたちが送れるようにしていきたいと思います。今できることに一つ一つ
しっかり取り組み、達成感を積み重ねていくことで自己肯定感を高めていけるようにしていきます。
　調査結果を踏まえ、子どもたちの成長につながるよう、学校でもさらに指導をしていきますので、引き続き御家庭
や地域の方々の御協力をお願いします。

質問紙

・朝食を毎日食べている児童が多い。
・友達と協力をするのは楽しいと思っている児童が多
い。
・国語や算数の勉強は大切であり、学習したことが、将
来、社会に出たときに役に立つと思っている児童が多
い。

・１日当たりのテレビゲームをする時間が長いこと。
・自分のよいところや将来の夢、目標を見つけていくこ
と。
・困っている人に対して、進んで助けようとすること。
・自分の思いや考えを言葉で表現したり、自分と違う意
見について前向きに考えたりすること。
・家で自分で計画を立てて勉強すること。
・課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組む
こと。

国語

・「言葉の特徴や使い方に関する事項」については、思
考に関わる語句の使い方を理解し、話や文章の中で使
うことができている。
・「書くこと」については、自分の主張が明確に伝わるよう
に、文章全体の構成や展開を考えることができている。

・目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約す
ること。
・文の中における主語と述語との関係、修飾と被修飾と
の関係を捉えること。
・記述式問題に対する無解答が一定数いること。

算数

・「データの活用」については、データを二次元の表に分
類整理することが概ねできている。
・「数と計算」については、示された除法の結果につい
て、日常生活の場面に即して判断することができてい
る。

・複数の図形を組み合わせた図形の面積について、量
の保存性や量の加法性を基に捉え、比べること。
・帯グラフで表された複数のデータを比較し、示された
特徴を持った項目とその割合を記述すること。

令和３年度全国学力・学習状況調査の結果の分析及び活用について
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